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デモ機（製造業）
この工場では、出荷時の梱包後検査の効率が悪いことが課題でした。
その改善の一環として、ライン上の荷物の運搬状況をセンサで検知し、信号灯で現場へ通知します。また、
そのデータをネットワークを通じてクラウド環境の電子かんばんに掲示し、生産管理・生産技術部門にも
同時に通知することで、状況の見える化を行います。
2本のラインそれぞれに置いたセンサで荷物の通過時間を測定し、
・2秒以内の通過を正常状態（緑点灯）
・2.1秒～5.9秒で通過すると注意（黄点灯）
・6秒を超えるて通過すると異常（赤点灯）
を、それぞれのラインの信号灯と、クラウド側に表示します。異常時には、ラインごと停止させます。

赤外線センサ
（ライン1用） Raspberry Pi Raspberry Pi

オフィス側の
ディスプレイで

確認

Wi-Fi Wi-Fi

可視化

クラウド環境を模擬
（説明パネルや、講師
が口頭で補足）

データ送信のGWと
信号灯・コンベヤ制御

赤外線センサ
（ライン2用）

設定



1

デモ機（製造業）メカ部
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デモ機（制御）コンテナ内ライン制御用ラズパイの動作フロー1a

センサ1を読み取るプログラムを起動

センサ1を読み取るプログラム、
ダンボールとダンボールが
通過する時間間隔を出力する

プログラム出力するjsonを解析

2秒未満なら正常稼働
2.1-5.9秒なら状況注意

6秒を超えると異常
と判定する

1→ok にメッセージを変換

2→warn
にメッセージを変換

3→fail
にメッセージを変換

ok→1に変換

1→0に変換

1で点灯、0で消灯

異常時のみコンベヤ停止
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デモ機（制御）コンテナ内ライン制御用ラズパイの動作フロー1b

コンベヤを動かすプログラムを
起動するためのinject

コンベヤを動かすプログラム

コンベヤを止めるプログラム

コンベヤを止めるプログラムを
起動するためのinject
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デモ機（制御）コンテナ内ライン制御用ラズパイの動作フロー2a

フロー1とフロー2は、対象とするセンサと
信号灯が違うだけで、アルゴリズムは

全く同一のフローです
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デモ機（製造業）模擬クラウド側の動作フロー

MQTTのブローカーを起動する

送られてきたライン1の
データを読む

稼働状況を判定する
場合ごとに可視化の
色分けをする

場合ごとに可視化の
色分けをする

送られてきたライン2の
データを読む

稼働状況を判定する
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デモ機（製造業）模擬クラウド側の可視化部

正常稼働時は青
状況注意時は黄
異常時は赤

の背景色で可視化されます
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